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萩
で
は
初
と
な
る
高
杉
晋
作
の
銅
像

が
、
10
月
31
日
に
晋
作
誕
生
地
向
か
い

の
晋
作
広
場
に
建
立
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
銅
像
は
、
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
銅
像
建
立
委
員
会
（
会
長
：
野
村
市

長
）
が
制
作
し
た
も
の
で
、
総
事
業
費

は
約
１
４
０
０
万
円
。
銅
像
８
４
０
万

円
の
う
ち
、
市
内
外
の
皆
さ
ん
の
寄
付

金
５
０
０
万
円
と
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス

ト
３
４
０
万
円
。

「高杉晋作立志像」 松下村塾に通ってい
た 20 歳頃の高杉晋作の立像（高さは
銅像1.8ｍ、台座を含めて約３ｍ）

　

銅
像
の
制
作
者
は
、
６
年
前
に
、
毛

利
輝
元
公
の
銅
像
（
萩
城
跡
入
り
口
に

建
立
）
の
制
作
も
手
掛
け
た
、
日
展
評

議
員
の
江え

り里
敏
明
さ
ん
（
京
都
市
）。

　

除
幕
式
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
龍
馬
伝
」
で
高
杉
晋
作
を
熱
演
さ
れ

た
伊い

せ

や
勢
谷
友ゆ

う
す
け介

さ
ん
が
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
銅
像

建
立
に
合
わ
せ
て
、
市
で
は
晋
作
広
場

を
公
園
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

１ 市民体育館（椿）
伝統工芸ふれあい広場・やまぐち
全国伝統的工芸品展・やまぐち

２ 旧久保田家住宅（呉服町）
萩焼 炎の技展

３ 伊藤博文別邸（椿東）
赤間硯 匠の技展／大内塗 雅の技展

４ 旧萩商業高等学校（江向）
やまぐちの技 体験交流館
おいでませ山口フェスタ

５ 田町商店街
田町萩焼フェスタ

　

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
で
隔
週
木
曜

日
に
掲
載
さ
れ
る「
日
本
史
な
ん
で

も
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
、「
好
き
な
幕
末
の

有
名
人
」に
萩
の
高
杉
晋
作
が
、
坂

本
龍
馬
な
ど
を
お
さ
え
て
堂
々
の
１

位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
10
月
21
日
）

　

こ
れ
は
、
日
本
史
に
ま
つ
わ
る

人
物
、
出
来
事
な
ど
を
ネ
ッ
ト
投

票
に
よ
っ
て
順
位
を
つ
け
る
も
の
。

５
９
８
人
か
ら
投
票
が
寄
せ
ら
れ
、

高
杉
晋
作
は
１
０
７
票
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

２
位
は
、坂
本
龍
馬
（
１
０
０
票
）、

３
位
は
土
方
歳
三
（
76
票
）、
４
位

は
西
郷
隆
盛
（
42
票
）、
５
位
は
勝

海
舟
（
40
票
）。
10
位
以
内
に
長
州

か
ら
吉
田
松
陰
先
生
、
大
村
益
次
郎
、

桂
小
五
郎
が
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
な
ど
、

幕
末
の
長
州
の
逸
材
た
ち
は
全
国
で

も
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

高杉晋作／天保10年〜慶
応３年（1839〜67）29歳

　

全
国
の
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
が
集

ま
る
「
２
０
１
０
全
国
伝
統
的
工
芸

品
フ
ェ
ス
タ
in
萩
」
が
、　

毎
年
11
月

の
「
伝
統
的
工
芸
品
月
間
」
に
併
せ
て
、

市
内
の
文
化
財
施
設
な
ど
萩
の
ま
ち

じ
ゅ
う
で
開
催
さ
れ
ま
す（
入
場
無
料
）。

　

こ
の
大
会
は
、
昨
年
は
京
都
市
、
一

昨
年
は
岐
阜
市
と
毎
年
、
県
庁
所
在
地

な
ど
の
大
規
模
な
都
市
で
大
型
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
萩
大
会
で
は
、
ま

ち
じ
ゅ
う
が
屋
根
の
な
い
博
物
館
と
い

う
特
徴
を
活
か
し
、
市
内
の
文
化
財
施

設
な
ど
を
活
用
し
た
、「
会
場
分
散
型

方
式
」
に
、
大
会
史
上
、
初
め
て
取
り

組
み
ま
す
。

●
会
場
間
周
遊
バ
ス
を
運
行

▽
11
月
４
日（
木
）〜
７
日（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
５

時
ま
で
）、
10
分
間
隔
で
運
行

　

市
内
５
会
場
（
市
民
体
育
館
、
田
町

商
店
街
、
旧
萩
商
業
高
等
学
校
、
旧

久
保
田
家
住
宅
、
伊
藤
博
文
別
邸
）
と
、

市
役
所
、
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

館
を
巡
回
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
乗
車
に
は
、
お
得
な
「
萩
ま

ち
じ
ゅ
う
・
ぐ
る
っ
と
パ
ス
」
が
必
要

で
す
。

◎
便
利
で
お
得
な
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
・

ぐ
る
っ
と
パ
ス
」
３
種
類

①
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
パ
ス
」
１
０
０
円　

市
内
会
場
間
周
遊
バ
ス
乗
り
放
題

②
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
パ
ス
」
３
０
０
円

市
内
会
場
間
周
遊
バ
ス
乗
り
放
題
、

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
割
引
、県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
や
萩
博
物
館
な
ど
市
内
12

施
設
の
入
場
割
引

③
「
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
」
２
０
０
０
円

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
パ
ス
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
新

山
口
駅
〜
萩
市
民
体
育
館
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
乗
り
放
題　

▽
Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
や

湯
田
温
泉
バ
ス
停
な
ど
で
買
え
ま
す
。

【
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http:

//kougei-festa.w
eblogs.jp/

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

好きな幕末の有名人

“
高
杉
晋
作
”

11月４日木 ７日日
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日
本
経
済
新
聞
の
10
月
２
日
付
け

土
曜
版
、「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
プ
ラ
ス
１
」

の「
何
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ
」の
コ
ー
ナ
ー

で
、
旅
行
代
理
店
関
係
者
や
旅
行
作
家

な
ど
街
歩
き
の
専
門
家
が
選
ぶ
「
散
策

し
た
い
歴
史
あ
る
町
並
み
」
に
、
萩
の

堀
内
地
区
が
、
全
国
の
観
光
地
の
中
で

堂
々
の
第
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

堀
内
地
区
は
「
地
区
全
体
の
空
気
が

心
を
和
ま
せ
る
」「
歴
史
・
文
化
を
誇

り
を
持
っ
て
伝
え
る
ガ
イ
ド
が
い
る
」

と
高
い
評
価
を
得
て
、
美
観
地
区
で
有

名
な
岡
山
県
倉
敷
市
や
、
世
界
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
岐
阜
県
白
川
村
な

ど
を
押
さ
え
て
全
国
ト
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
。

　

じ
っ
く
り
と
街
を
散
策
す
る
旅
が
人

気
と
な
っ
て
い
る
最
近
。
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
古
い
建
築
物
な
ど
が
残
り
、
歴

史
を
感
じ
ら
れ
る
全
国
の
町
並
み
の
中

か
ら
、
街
歩
き
の
専
門
家
が
お
す
す
め

の
ス
ポ
ッ
ト
を
選
び
、「
ゆ
っ
く
り
楽

し
め
る
」「
見
ど
こ
ろ
が
多
い
」「
休
憩

や
飲
食
場
所
が
豊
富
」
と
い
う
観
点
で

評
価
し
て
い
ま
す
。

城下町のたたずまい、観光客を乗せて人力車が走ります

　約260年間の江戸時代に形作られた城下町のたたず
まいが色濃く残り、「当時の古地図がそのまま使える町」。
藩の役所や有力な侍の屋敷が立ち並んだ旧萩城の「三の
丸」だった地域。武家屋敷、町家、明治維新の志士の旧
宅などの文化財が見られる。
　「地区全体の空気が心を和ませる。よけいな観光施設
がないのも良い」、「落ち着いた散歩にはぴったり。城下
に侵入した敵を惑わせるため、塀を高くし道を鍵手型に
曲げた鍵曲（かいまがり）やそこに見える夏ミカンは萩
を代表する景色」。

　

阿
武
川
ダ
ム
湖
で
、
湖
面
か
ら
の

景
観
を
眺
め
る
「
萩
・
長
門
峡
観
光

遊
覧
船
」
を
名
勝
・
長
門
峡
の
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
せ
11
月
１
日
か
ら

28
日
ま
で
運
航
し
ま
す
。

　

阿
武
川
ダ
ム
の
上
流
、
明

み
ょ
う
じ
ん
じ
ま

神
島

運
動
公
園
の
乗
場
を
出
発
し
、
四
季

折
々
に
変
化
す
る
ダ
ム
湖
の
自
然
景

観
を
眺
め
ま
す
（
２
コ
ー
ス
）。

　

な
お
、
来
年
か
ら
は
新
緑
か
ら
紅

葉
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
、
４
月
か
ら

11
月
ま
で
運
航
し
ま
す
。

■
運
航
期
間　

４
月
〜
11
月

■
運
航
時
刻　

午
前
９
時
〜
午
後
３

時※
湖
面
の
状
況
や
天
候
に
よ
り
運
休

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
遊
覧
船
乗
り
場　

明
神
島
運
動
公

園※
萩
市
街
か
ら
車
で
約
20
分
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
課（
事
前
予
約
）

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９

遊
覧
船
乗
場（
当
日
・
土
日
祝
日
）

☎
０
９
０
・
４
１
０
４
・
４
９
２
４

（　）は、団体料金［20人以上］

コース
佐
さ ざ れ

々連コース
（約 50 分）

ダム建設前の集落遺構方面

重
じゅうべいいわ

塀岩コース
（約 90 分）

上流の阿武大橋付近ま
で長門峡方面

運航時刻 午前9時、10時、11時、12時
午後1時、2時、3時

午前10時、12時
午後２時

料
　
金

大人
（中学生以上） 1,200円（1,000円） 2,000円（1,500円）

小人
（小学生以下） 600円（500円）

３歳未満 大人１人につき１人は無料、２人目からは小人料金

順位 地　区　名 ポイント
1 萩市堀内地区 564
2 高山市さんまち （岐阜県高山市） 479
3 川越市一番街 （埼玉県川越市） 440
4 倉敷美観地区 （岡山県倉敷市） 400
5 白川郷合掌造り集落（岐阜県白川村） 351

ランキング

〜
11
月
１
月
運
航
開
始
〜

　

萩
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ

ド
協
会
」（
０
８
３
８
・
２
５
・
３

５
２
７
）
が
、
１
０
０
０
〜
２
０

０
０
円
で
萩
の
史
跡
や
文
化
財
を

地
元
の
言
葉
で
解
説
し
な
が
ら
案

内
し
て
い
ま
す
。「
歴
史
・
文
化

を
誇
り
を
持
っ
て
伝
え
て
く
れ
る

地
域
ガ
イ
ド
が
い
る
」
こ
と
も
、

高
い
評
価
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
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萩
は
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
絵
図
を
、

そ
の
ま
ま
地
図
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
「
ま
ち
」
で
す
。

　

そ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
が
、

大
き
く
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

前
回
は
、
明
治
以
降
に
経
済
栽
培
が

始
ま
っ
た
夏
み
か
ん
が
、
高
値
で
取
引

さ
れ
る
な
ど
で
長
く
栽
培
さ
れ
続
け
た

こ
と
で
、
武
家
屋
敷
地
や
そ
れ
ら
を
区

画
す
る
土
塀
・
建
物
が
守
ら
れ
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
鉄
道
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
城
下
町
の
ひ
み
つ
」
に
迫
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

近
代
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
鉄

道
は
、
当
時
の
正
明
市
（
現
長
門
市
）

方
面
か
ら
敷
設
が
進
み
、
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）
４
月
３
日
に
萩
駅
ま
で

開
通
し
ま
す
。

　

幕
末
期
に
密
航
留
学
し
て
帰
っ
た
井

上
勝
（
鉄
道
の
父
、
萩
出
身
）
ら
の
尽

力
で
、
初
め
て
新
橋
ー
横
浜
間
に
鉄
道

が
敷
設
さ
れ
て
か
ら
、
お
よ
そ
半
世
紀

後
の
こ
と
で
す
。

　

初
め
て
萩
の
地
に
入
っ
た
鉄
道
は
、

そ
の
後
、
萩
三
角
州
を
迂
回
す
る
形
で

阿
武
川
を
渡
り
、
同
じ
年
の
11
月
１
日

に
東
萩
駅
ま
で
開
通
し
ま
す
。
さ
ら
に

昭
和
４
年（
１
９
２
９
）に
奈
古
駅
ま
で
、

同
６
年（
１
９
３
１
）に
宇
田
郷
駅
ま
で

部
分
開
通
し
、昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

２
月
に
宇
田
郷
ー
須
佐
駅
間
が
開
通
す

る
こ
と
で
、
山
陰
本
線
は
よ
う
や
く
全

線
開
通
と
な
り
ま
す
。

　

鉄
道
開
業
の
直
前
に
発
行
さ
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
萩
を
中
心
と
せ
る
附
近

名
所
図
絵
」（
左
図
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

萩
三
角
州
や
阿
武
川
上
流
の
長
門
峡
な

ど
の
名
所
や
史
跡
が
、
大
胆
な
鳥
瞰
図

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
網

整
備
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
観
光
ブ
ー
ム

の
中
で
、
各
地
の
観
光
鳥
瞰
図
を
数
多

く
手
が
け
た
吉
田
初
三
郎
が
描
い
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
中
に
、鉄
路
が
鮮
や
か
な
赤
い
線

で
表
現
さ
れ
、萩
三
角
州
の
外
に
、西（
図

の
右
）か
ら
玉
江
駅
、は
ぎ
駅
、東
萩
駅
が

置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
当
時
の
萩
町
役
場
や
中
心
商

店
街
に
近
い
三
角
州
内
に
、
鉄
道
や
駅

が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
有
力
な
の
が
、

鉄
道
開
通
の
２
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
町

村
合
併
で
す
。

　

垰た
お
う
ち内

と
呼
ば
れ
る
か
つ
て
の
城
下
町

域
す
べ
て
が
、
萩
町
と
い
う
行
政
体
に

な
る
の
は
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）

の
こ
と
で
す
。
三
角
州
内
の
旧
萩
町
と
、

三
角
州
周
辺
の
山
田
村
、
椿
村
、
椿
郷

東
分
村
が
合
併
し
て
、
い
わ
ゆ
る
大
萩

町
と
な
り
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
山
田
村
、
椿
村
、
椿
郷

東
分
村
に
、
そ
れ
ぞ
れ
玉
江
駅
、
萩
駅
、

東
萩
駅
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

当
時
、
萩
の
実
業
家
で
あ
り
政
治
家

で
あ
っ
た
厚こ

と
う東
常つ

ね
き
ち吉
は
、
三
角
州
中

央
に
大
き
な
萩
駅
を
設
け
て
一
大
開
発

を
行
い
、
経
済
振
興
を
図
ろ
う
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
実
現
せ
ず
、
厚

東
は
後
々
ま
で
、
そ
の
こ
と
を
残
念
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

厚
東
常
吉
の
伝
記
で
あ
る
『
雷
鳴
』

（
１
９
６
５
年
発
行
）
の
中
に
は
、
そ

の
頃
の
苦
々
し
い
思
い
が
、「
何
分
、

玉
江
、
椿
、
椿
東
等
の
各
地
区
民
は
自

己
の
利
便
と
い
う
こ
と
の
み
を
主
張
、

当
時
政
友
会
総
裁
と
な
っ
た
田
中
義
一

大
将
に
懇
願
し
、
各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ

駅
を
つ
く
り
、
三
駅
設
置
方
を
是
非
実

現
さ
る
る
よ
う
、
さ
も
な
く
ば
合
併
に

は
賛
同
し
な
い
と
強
訴
し
た
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

三
角
州
周
辺
の
村
へ
の
鉄
道
敷
設
・

駅
設
置
が
、
合
併
の
条
件
と
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
村

会
議
事
録
等
で
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す

記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
当
時
の
新
聞
記
事
に
は
、
鉄
道

起
工
の
前
に
、
合
併
す
る
村
々
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
駅
を
設
け
る
こ
と
が

強
く
陳
情
・
要
望
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
少
し
資
料
を
探
す
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
か
つ
て
、
旧
村
地
域
に
お
い

〜
鉄
道（
三
角
州
を
迂
回
し
て
敷

設
さ
れ
た
）が
守
っ
た
城
下
町
〜

て
、「
鉄
道
敷
設
・
駅
設
置
が
町
村
合

併
の
条
件
で
あ
っ
た
云
々
」
と
い
う
伝

承
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
鉄
道
は
三
角
州
を

迂
回
し
て
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
仮
に
、

鉄
道
が
三
角
州
内
に
敷
設
さ
れ
、
駅
が

設
置
さ
れ
た
場
合
、
城
下
町
は
必
ず
何

処
か
で
鉄
路
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
、「
ま
ち
」
に
は
裏
表
や
、

以
前
は
無
か
っ
た
構
成
が
出
現
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
駅
を
中

心
と
し
た
開
発
な
ど
に
よ
り
、
元
か
ら

あ
っ
た
「
ま
ち
」
は
大
き
な
改
変
を
受

け
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
鉄
道
の
三
角
州
迂
回
敷
設

に
よ
り
、
結
果
と
し
て
、
城
下
町
絵
図

を
地
図
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

「
ま
ち
」
が
守
ら
れ
た
の
で
す
。

萩
博
物
館
統
括
学
芸
員　

清
水
満
幸

建築中の萩駅舎（1924 年）

竣工直後の東萩駅舎（1925 年）
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完工した阿武川鉄橋と橋上の工事列車（1925 年）

「萩を中心とせる附近名所図絵」（1925 年、吉田初三郎原画）

阿武川鉄橋工事（1924 年）

　

第
15
回（
平
成
22
年
度
）「
全
国
鳴

砂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
・
２
０
１
０

年
全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト
in
あ
ぶ
」
が
、

９
月
25
・
26
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
と

清
ヶ
浜
で
開
催
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
加
盟
18
団
体
か
ら
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

阿
武
町
が
誇
る
鳴
き
砂
の
浜“
清
ヶ

浜
”は
、
日
本
海
に
面
す
る
美
し
い
海

岸
で
、
澄
み
き
っ
た
水
と
白
い
砂
浜

が
作
り
出
す
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

の
海
は
思
わ
ず
息
を
の
む
ほ
ど
で
す
。

　

鳴
き
砂
は
、歩
く
と
「
ク
ッ
ク
ッ
」

と
か
「
ブ
ッ
ブ
ッ
」
と
か
心
地
よ
い

音
が
し
ま
す
。
波
に
よ
っ
て
き
れ
い

に
磨
か
れ
て
い
る
砂
を
踏
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
砂
層
が
一
斉
に
動
き
、
こ

の
繰
り
返
し
に
よ
り
砂
が
振
動
し
て

音
を
発
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
58
年
の
調
査
で
「
規
模
や
美

阿武町

▲鳴き砂を守る ビーチクリーナー

▲全国鳴き砂サミット宣言を朗読

し
さ
は
国
内
で
も
有
数
」
と
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
が
、
60
年
頃
か
ら

次
第
に
砂
が
鳴
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
、「
鳴
き
砂
復
活
隊
」
が

旗
揚
げ
さ
れ
、
毎
月
サ
ー
フ
ァ
ー
ら

と
清
掃
活
動
の
ほ
か
、
毎
年
環
境
問

題
を
学
ぶ
一
環
で
町
内
の
小
・
中
・

高
等
学
校
で
も
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
町
で
は
１
０
０
０
万
円
を
超
え

る
海
岸
清
掃
の
専
用
大
型
機
械
を
購

入
し
て
鳴
き
砂
の
復
活
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
清
ヶ
浜
の
鳴
き
砂
に
つ
い
て
」

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
三
浦
致

さ
ん
が
「
鳴
き
砂
復
活
の
鍵
は
、
沖

合
の
離
岸
堤
の
高
さ
を
下
げ
る
こ
と
、

ま
た
、
貝
殻
成
分
が
混
じ
っ
て
い
る

こ
と
波
に
よ
り
砂
が
十
分
洗
わ
れ
れ

ば
鳴
く
よ
う
な
り
ま
す
」
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
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　　　　　　　　　昭和 19 年３月８日、
萩大島生まれ、66 歳。萩光塩女子学園（現
萩光塩学院）卒業、58 歳で千葉聖徳大学
短期大学部へ入学し、保育士と幼稚園二種
教諭の資格取得。嫁ぎ先の義父・義叔父と
実の長兄と計３名の戦没者を持つ遺族。現
在、大磯サンダースホーム勤務。
　著書に「椿とみかんの花咲く町〜萩市と
二宮町と」、「原良太郎在郷軍人日誌・渡満
従軍（勤務）日誌｣。
□ TEL・FAX：0463・71・0118

義
父
の
戦
地
日
誌
を
平
和
へ
繋
ぐ

原　

律
子

さ
ん

（
神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
在
住
、66
歳
）

父
は
、
大
島
小
学
校
長
を
経
、
六
島

村
長
を
拝
命
し
本
土
浜
崎
に
あ
る
六
島

村
役
場
へ
単
身
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
の

間
郵
便
局
誘
致
運
動
の
半
ば
昭
和
８
年

に
急
死
し
、
父
亀
松
が
祖
父
の
意
志
を

継
ぎ
郵
便
局
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

10
人
兄
姉
の
末
っ
子
の
私
は
家
族
の

愛
情
を
い
っ
ぱ
い
受
け
て
育
ち
ま
し
た
。

両
親
は
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
れ
と

常
に
言
い
、
尊
敬
す
る
人
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
遊
び
場
は
無
限
で
、
磯
辺

の
遊
び
は
も
ち
ろ
ん
、
藍
色
の
日
本
海

と
大
き
な
青
い
空
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し

た
島
の
カ
ル
ス
ト
台
地
上
に
は
ど
こ
ま

で
も
丹
精
さ
れ
た
畑
が
広
が
り
、
収
穫

を
手
伝
い
な
が
ら
野
に
咲
く
花
を
摘
み
、

野
イ
チ
ゴ
を
麦
わ
ら
の
籠
に
入
れ
、
秋

は
山
葡
萄
を
食
べ
て
黒
く
な
っ
た
歯
を

笑
い
合
い
、
芋
の
ツ
ル
が
干
し
て
あ
る

木
に
登
り
、
仰
向
け
に
寝
て
空
を
見
な

が
ら
未
来
を
語
り
ま
し
た
。
松
葉
掻
き

や
キ
ノ
コ
狩
り
も
ト
ト
ロ
の
世
界
で
し

た
。

　

こ
の
頃
島
は
イ
ワ
シ
景
気
で
八
幡
宮

の
境
内
で
は
船
ご
と
に
賑
や
か
な
花
見

を
し
、
春
祭
り
に
は
神
輿
や
獅
子
（
私

は
獅
子
が
怖
く
て
局
の
屋
上
へ
逃
げ
ま

し
た
）、
厄
年
に
あ
た
る
人
が
正
装
し

て
繰
り
出
し
、
そ
の
他
青
年
団
主
催
の

旅
芝
居
興
行
・
盆
の
し
ょ
う
ろ
う
流
し

等
な
ど
、
島
の
生
活
に
は
今
の
日
本
に

忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
原
風
景

が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
嫁
ぎ
先
の
義
母
は
戦
没
者
の

妻
で
、
私
の
主
人
は
一
人
っ
子
（
姉
と

妹
が
死
亡
）
で
す
。
義
母
も
ほ
と
ん
ど

の
戦
没
者
遺
族
と
同
じ
よ
う
に
夫
の
戦

死
が
信
じ
ら
れ
ず
、「
い
つ
か
生
死
の

真
実
が
分
か
っ
た
ら
頼
む
」
と
言
い
、

形
見
の
戦
地
日
誌
を
見
せ
「
大
切
に
す

る
よ
う
に
」
と
言
い
ま
し
た
。

　

ハ
キ
ハ
キ
し
た
方
で
私
は
懸
命
に
仕

え
ま
し
た
が
、
や
が
て
10
年
後
義
母
は

心
筋
梗
塞
で
急
死
、息
子
（
私
の
主
人
）

も
翌
年
海
外
単
身
赴
任
を
目
前
に
心
不

全
で
倒
れ
、
軽
い
後
遺
症
を
持
ち
な
が

ら
も
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
18
年
後
の

平
成
８
年
の
暑
い
夏
、
脳
梗
塞
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

ま
も
な
く
子
育
て
を
終
え
た
私
の
、

義
父
の
生
死
の
真
実
を
捜
す
遅
す
ぎ
る

旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
勤
め
の
合
間
に

厚
生
省
・
防
衛
庁
の
図
書
館
・
県
庁
・

靖
国
神
社
社
務
所
な
ど
で
資
料
を
捜
し

遺
族
会
連
絡
委
員
の
方
々
の
尽
力
や
ハ

ガ
キ
や
日
誌
か
ら
捜
し
た
戦
友
の
方
は

時
既
に
遅
く
、
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
現
実
を
受
け
入
れ
、
夫
婦
の
位
牌

を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
日
誌
の
傷
み
が
ひ
ど
い
の

で
解
読
し
て
本
に
ま
と
め
ま
し
た
が
、

若
い
方
た
ち
に
、
よ
り
戦
争
の
真
実
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
日
本
が
戦
争
を

始
め
た
明
治
の
日
清
・
日
露
戦
争
か
ら

昭
和
の
終
戦
ま
で
の
流
れ
を
補
充
し
、

今
年
８
月
『
赤
い
夕
陽
』
を
発
行
し
ま

し
た
。

　

義
父
は
昭
和
12
年
か
ら
数
度
満
州
に

出
征
し
、
中
国
牡
丹
江
省
寧
安
県
海
林

閣
で
戦
病
死
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
零

下
40
度
の
大
陸
で
励
み
に
な
っ
た
の
が

朝
日
と
夕
陽
で
、
特
に
大
陸
の
夕
陽

の
雄
大
さ
は
見
事
で
一
枚
の
絵
の
よ
う

で
あ
る
と
書
い
て
い
ま
す
。
ガ
ス
の
研

究
や
病
院
の
勤
務
に
就
き
ま
し
た
が
戦

地
・
在
郷
と
も
に
日
誌
か
ら
当
時
の
時

代
背
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

戦
争
は
家
族
を
壊
し
ま
し
た
。
本
は

　

昭
和
43
年
３
月
、
郵
便
局
を
寿
退
職

し
た
私
は
嫁
ぐ
た
め
「
♪
花
嫁
は
〜
夜

汽
車
に
乗
っ
て
〜
」
の
ご
と
く
、
旧
萩

市
駅
か
ら
寝
台
列
車
に
乗
っ
て
神
奈
川

へ
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
故
郷
は
北
長
門
国
定
公
園
に
浮

か
ぶ
六
島
の
一
つ
萩
大
島
で
、
亀
が

伏
せ
て
い
る
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
漁
場
を
抱
え
、
今
で
は
漁
師
さ

ん
の
給
料
制
な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
で

若
者
が
増
え
ま
し
た
が
、
私
が
萩
を
発

つ
頃
は
大
島
の
人
口
は
１
７
０
０
人
程

で
若
者
の
都
会
流
出
が
始
ま
り
過
疎
化

に
差
し
か
か
る
時
で
し
た
。

　

さ
て
、
私
が
ま
だ
生
ま
れ
る
前
、
祖

義
父
の
日
本
へ
帰
り
た
か
っ
た
思
い
と

反
戦
へ
の
思
い
を
義
父
本
人
の
言
葉
で

書
き
ま
し
た
。
戦
争
の
事
実
に
触
れ
る

の
が
怖
く
て
避
け
て
通
っ
て
い
た
私
で

す
が
何
度
も
検
証
し
、
点
と
点
を
結
ぶ

作
業
に
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
を

費
や
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
は
萩
市
に
鮮
烈
な
思
い
出

が
あ
り
ま
し
て
、
実
は
私
が
父
（
市

議
会
議
員
任
期
終
了
後
死
亡
）
の
葬
儀

に
帰
郷
し
た
時
、
父
の
甥
（
当
時
市
議

会
議
員
）
か
ら
萩
市
の
発
展
策
と
し
て

原
子
力
発
電
所
誘
致
に
つ
い
て
聞
か
れ
、

私
は
強
く
反
し
た
こ
と
で
す
。
何
よ
り

も
萩
は
安
心
し
て
住
め
ま
す
。
椿
は
萩

市
の
市
花
で
二
宮
町
の
町
木
で
す
が
、

こ
の
縁
は
私
の
二
つ
の
郷
土
愛
を
よ
り

深
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
で
海
も
陸
も
生
態
系
が

北
上
し
、
厳
し
い
で
す
が
、
今
後
も
萩

市
政
を
含
め
農
林
水
産
業
の
発
展
を
お

祈
り
し
ま
す
。

プロフィール

（
旧
姓 

山
縣
）
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昭
和
22
年
に
開
業
し
、
60
年
以
上
、

萩
の
模
型
屋
さ
ん
と
し
て
市
内
外
の
子

ど
も
は
も
と
よ
り
、
県
外
よ
り
訪
れ
る

コ
ア
な
模
型
フ
ァ
ン
ま
で
、
多
く
の
客

層
よ
り
支
持
を
受
け
続
け
る
ミ
ヨ
シ
ノ

模
型
。
現
店
主
の
三
好
敬
太
郎
さ
ん

（
75
歳
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ミ
ヨ
シ
ノ
模
型
は
、
父
・
初
蔵
が
、

昭
和
22
年
に
創
業
し
た
お
店
で
す
。
戦

時
中
、
父
は
萩
加
工
場
で
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
終
戦
後
、
ち
ょ
う
ど
私
が
小

学
生
の
時
、
学
校
の
工
作
を
持
ち
帰

り
、
モ
ー
タ
ー
を
作
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、「
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
も

の
で
商
売
が
で
き
る
時
代
に
な
る
の
だ

ろ
う
な
」
と
、
思
い
つ
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
開
業
当
初
は
、
教
材
と
し

て
の
モ
ー
タ
ー
や
ゴ
ム
動
力
の
ラ
イ
ト

プ
レ
ー
ン
や
船
を
学
校
に
卸
し
て
い
ま

し
た
。

　

昭
和
36
年
に
母
が
亡
く
な
っ
た
の
を

機
に
、
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
山
口
相

互
銀
行
（
現
西
京
銀
行
）
を
辞
め
、
父

と
一
緒
に
模
型
店
を
切
り
盛
り
し
ま

す
。
当
時
も
ま
だ
理
科
教
材
が
主
な
主

商
品
で
し
た
の
で
、
文
部
省
認
定
の
日

本
模
型
航
空
教
育
免
状
を
取
得
し
、
ラ

イ
ト
プ
レ
ー
ン
を
片
手
に
、
学
校
へ
指

導
に
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。
半

日
か
け
子
ど
も
た
ち
に
、
作
り
方
を
教

え
、
完
成
し
た
ら
一
緒
に
飛
ば
す
。
そ

れ
が
授
業
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

で
は
あ
り
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
今
思
え
ば
、
本
当
の
意

味
で
「
ゆ
と
り
」
の
あ
る
教
育
現
場
で

あ
り
、
も
の
づ
く
り
大
国
と
な
っ
た
日

本
の
基
礎
を
作
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

飛
行
機
、
戦
車
、
車
、
城
な
ど
の
ス

ケ
ー
ル
も
の
の
プ
ラ
モ
デ
ル
や
、
時
代

が
変
わ
れ
ば
モ
デ
ル
ガ
ン
、
ラ
ジ
コ
ン
、

ガ
ン
プ
ラ
（
ガ
ン
ダ
ム
シ
リ
ー
ズ
）
な

ど
が
子
ど
も
達
の
間
で
流
行
り
、
主
商

品
も
流
行
り
に
添
っ
て
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
ガ
ン
プ
ラ
が
流
行
っ
て
い

た
頃
は
、
新
商
品
が
出
る
た
び
に
、
購

入
の
た
め
、
開
店
前
、
店
頭
に
並
ぶ
子

ど
も
も
い
た
ほ
ど
で
、
ミ
ヨ
シ
ノ
模
型

の
全
盛
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、

店
に
通
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
時

が
経
ち
大
人
と
な
っ
た
今
で
も
市
内
外

問
わ
ず
、
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
懐
か
し

む
よ
う
に
訪
れ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
の
子
ど
も
達
は
モ
ノ
を
作
っ
て
遊

ぶ
の
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
や
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
な
ど
、
既
に
作
ら
れ
た
モ
ノ

で
遊
ぶ
子
が
ほ
と
ん
ど
で
、
店
に
来
て

盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
は
お
父
さ
ん
だ

け
っ
て
事
が
多
い
で
す
ね
。
模
型
店
主

と
し
て
で
な
く
と
も
悲
し
く
思
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
時
代
は
変
わ
り
、
日
本

全
国
で
模
型
店
は
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
逆
に
、
そ
の
状
況
で
も
、
店
を

た
た
ま
ず
い
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
や
大
型

量
販
店
で
は
手
に
入
ら
な
い
商
品
を
求

め
、
市
外
、
県
外
の
遠
方
よ
り
来
店
し

て
く
れ
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
嬉
し
い

で
す
ね
。
嬉
し
い
と
い
え
ば
、
当
店
で

商
品
を
買
っ
た
子
ど
も
が
、
毎
年
夏
休

み
の
工
作
で
、
県
や
全
国
で
受
賞
し
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
こ
の
地

域
は
受
賞
者
が
続
出
す
る
地
域
で
あ
り
、

過
去
に
も
多
く
の
子
ど
も
達
が
、
結
果

を
報
告
し
に
き
て
い
ま
し
た
。
数
こ
そ

減
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
今
で
も
続
い

て
い
ま
す
。

　

価
格
競
争
や
後
継
者
の
問
題
な
ど
、

他
の
業
種
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
小

売
店
に
は
厳
し
い
時
代
で
、
ミ
ヨ
シ
ノ

模
型
も
い
つ
ま
で
営
業
で
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
店
で
商
品
を

購
入
し
、
モ
ノ
を
作
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ぎ
り
、
で

き
る
だ
け
、
そ
れ
に
応
え
て
い
き
た
い

■
ミ
ヨ
シ
ノ
模
型

住
所
：
萩
市
古
萩
町
50
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
３
８
・
２
２
・
１
５
６
９
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㈲
オ
カ
ム
ラ
環
境
技
研
は
、
創
業
以

来
、
一
般
廃
棄
物
収
集
・
運
搬
、
昭
和

50
年
以
降
に
は
浄
化
槽
維
持
管
理
、
水

質
検
査
分
析
部
門
を
設
置
し
、
排
水
処

理
は
も
と
よ
り
、「
水
」
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
技
術
を
磨
い
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
歴
史
の
中
で
、
常
に
意
識
し
、

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
、『
環
境
問
題
』
で
す
。
時
代
が
変

わ
る
に
つ
れ
、
そ
の
意
識
は
大
き
く
な

り
、
今
や
地
域
や
国
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
地
球
全
体
へ
の
影
響
を
考
え
る

こ
と
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

弊
社
で
は
、
京
都
議
定
書
に
定
め
ら

れ
る
地
球
温
暖
化
ガ
ス
削
減
目
標
に

向
け
て
何
か
で
き
な
い
か
と
、
５
年
ほ

ど
前
か
ら
廃
食
油
再
生
油
装
置
（
Ｂ
Ｄ

Ｆ
）
を
導
入
し
、
今
ま
で
ご
み
と
し
て

廃
棄
さ
れ
、
ご
み
処
理
場
で
燃
や
さ
れ

て
い
た
廃
食
油
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
代

替
燃
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
弊
社
の
バ
キ
ュ
ー
ム
車

や
パ
ッ
カ
ー
車
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
を
導
入
し
、
代
替
燃
料
を
使
用
し
て

い
ま
す
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
作
業

車
を
使
わ
れ
て
い
る
近
隣
の
企
業
へ
も

利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
地
球

温
暖
化
防
止
協
定
上
、

CO2

排
出
量
は
ゼ

ロ
カ
ウ
ン
ト
と
さ
れ
る
他
、
酸
性
雨
原

因
と
な
る
硫
黄
酸
化
物
も
軽
油
に
比
べ

１
０
０
分
の
１
以
下
で
あ
る
な
ど
、
地

球
環
境
か
ら
の
視
点
か
ら
見
る
と
多
く

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

化
石
燃
料
に
比
べ
、
コ
ス
ト
が
か
か
る

も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
環
境
保
全
の

た
め
、
利
益
を
度
外
視
し
、
そ
の
一
助

と
な
る
よ
う
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
弊
社
で
は
、
時
代
時
代

　法の定めるところ、市町村長の委託許可制となっている
一般廃棄物処理業。古くは、し尿収集・運搬から始まり、
国の政策により下水道整備が進むにつれ、家庭ごみの収集・
運搬や浄化槽・下水道の保守管理へと主業種をシフト。
　そして、昨今、エコロジーに沿った事業形態が必須とな
るなど、常に社会情勢と行政の指針に左右され、その時代、
その時代で姿を変えていかなければならない業種です。
　そのような一般廃棄物処理業者の中、エコロジーに沿っ
た独自の事業を展開する萩市内の２社を訪問し、お話を聞
きました。

変化する一般廃棄物処理業

シリーズ⑳ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

有限会社　オカムラ環境技研
□設立：昭和 34 年９月　□代表取締役社長：岡村和男
□住所：萩市大字椿東 2357 番地の３
□ TEL：0838・25・1584　
□従業員数：55 名　□資本金：500 万円
□事業内容：一般廃棄物収集・運搬・処分 /浄化槽維持
管理 / 浄化槽設計施工/ 産業廃棄物収集・運搬 / 下水管
路施設調査・補修/下水管清掃/貯水槽清掃/ 仮設トイレ
設置/各種水質分析

有
限
会
社 

オ
カ
ム
ラ
環
境
技
研

の
流
れ
に
沿
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
企

業
を
目
指
し
、
最
新
鋭
の
設
備
・
技

術
の
研
鑽
を
重
ね
、
地
域
は
も
と
よ
り
、

地
球
全
体
の
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
限
会
社 

萩
新
栄

代表取締役社長・烏田栄二さん（31歳）

常務取締役・山下晃
ひ さ し

央尚さん（46歳）

廃食油をディーゼル車の代替燃料としてリサイクル
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有限会社　萩新栄
□設立：昭和 44 年　□代表取締役社長：烏田栄二　
□住所：萩市大字椿東平方２９１７番地
□ TEL：0838・22・5237　□従業員数：23 名
□資本金：600 万円
□事業内容：一般廃棄物収集・運搬・処分 /浄化槽維持
管理清掃/萩清掃工場主灰収集運搬/産業廃棄物収集・運
搬・処理・解体 /重要書類処理代行/有価物回収/貯水槽
清掃/リサイクル業全般／一般貨物自動車運送業

　

㈲
萩
新
栄
は
祖
父
・
烏
田
栄
一
が
、

一
般
廃
棄
物
の
中
で
も
、
し
尿
収
集
・

運
搬
業
を
市
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
、

設
立
し
た
萩
新
栄
衛
生
社
を
前
身
と
し

た
会
社
で
す
。

　

昭
和
末
期
か
ら
萩
市
に
も
下
水
イ
ン

フ
ラ
が
進
み
、
し
尿
収
集
・
運
搬
の

仕
事
も
少
な
く
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
、

平
成
８
年
に
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
を
取
得
、
平
成
９
年
に
一
般
廃
棄
物

処
理
業
の
許
可
を
取
得
し
、
経
営
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
環
境
問
題
や
地
球

温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
軽
減
目
標
な
ど
で
、

廃
棄
物
処
理
の
法
律
や
世
風
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
更
に
は
世
界
的

な
不
況
も
加
わ
り
、
一
般
廃
棄
物
処
理

業
者
は
、
行
政
か
ら
の
委
託
業
務
を
こ

な
す
だ
け
で
は
、
維
持
で
き
な
い
厳
し

い
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
全
く
別
の
仕
事
に
着
手
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
達
が
や
っ
て
き
た
こ
と

の
上
に
広
が
る
仕
事
を
と
考
え
ま
し
た
。

　

先
ず
は
、
時
代
に
沿
い
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
重
視
の
社
風
を
築
き
、
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
制
定
以

降
、
行
政
は
も
と
よ
り
、
ど
の
企
業
も

情
報
漏
え
い
に
対
し
意
識
が
高
ま
る
世

の
中
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
、機
密
文
書
・

重
要
書
類
の
溶
解
処
理
施
設
を
建
造
し

ま
し
た
。
個
人
情
報
・
機
密
情
報
漏
え

い
を
防
ぐ
た
め
、
通
常
で
は
、
そ
の
よ

う
な
書
類
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
、

ご
み
処
理
施
設
で
燃
や
し
ま
す
。
し
か

し
、
燃
や
す
こ
と
で

CO2

を
排
出
し
て
し

ま
う
ば
か
り
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
で
き

ず
資
源
を
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
万
全
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
で
重
要

書
類
を
運
搬
、
溶
解
し
、
再
資
源
化
原

料
へ
再
生
す
る
施
設
を
建
造
し
た
わ
け

で
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
護
の
面
で
は
、
温
暖

化
ガ
ス
の
排
出
を
少
し
で
も
抑
え
よ
う

と
、
社
用
車
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
を

導
入
し
、
ご
み
収
集
運
搬
に
使
う
パ
ッ

カ
ー
車
に
民
間
会
社
と
し
て
は
県
内
初

と
な
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

ご
み
を
減
ら
そ
う
と
い
う
世
の
流
れ

の
中
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
は
事
業

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
面
も
あ
り
、

何
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば

淘
汰
さ
れ
る
時
代
で
す
。
弊
社
は
、
コ

ン
プ
ラ
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
重
視
で
、
廃
棄

物
の
回
収
運
搬
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う

サ
ー
ビ
ス
業
と
製
造
業
を
合
わ
せ
た
よ

う
な
事
業
形
態
の
小
さ
な
会
社
で
す
が
、

今
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
、
少
し
で
も

若
者
の
雇
用
を
増
や
せ
る
よ
う
な
会
社

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県内初となるパッカー車のハイブリッドカー

　
　
「
浪ろ

ま
ん漫

陶と
う

々と
う

」

十
二
代
三
輪
休
雪
（
陶
芸
家
）

　

２
０
０
３
年
に
十
二
代
三
輪
休
雪
を

襲
名
し
た
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
代
表
作

を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
た
50
回
の
連

載
随
筆
。

　
「
伝
統
は
生
ま
れ
た
時
は
革
新
だ
っ

た
」
と
い
う
著
者
の
言
葉
ど
お
り
、
伝

統
の
萩
焼
の
家
に
育
ち
な
が
ら
伝
統
に

真
っ
向
か
ら
挑
戦
、
エ
ロ
ス
（
愛
）
と

タ
ナ
ト
ス
（
死
）
を
テ
ー
マ
に
大
胆
な

陶
芸
作
品
を
発
表
し
て
い
く
舞
台
裏
や
、

世
界
に
向
か
っ
て
創
作
活
動
を
続
け
る

姿
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
展
開
し
ま
す
。

価
格　

８
０
０
円（
Ａ
５
版
／
80
ペ
ー
ジ
）

　
　
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
物
語
ー
工
業
化

に
挑
ん
だ
サ
ム
ラ
イ
た
ち
ー
」

　
　
　

道
ど
う
さ
こ迫
真
吾（
萩
博
物
館
研
究
員
）

　

文
久
三
年（
１
８
６
３
）５
月
10
日
、

長
州
藩
は
下
関
海
峡
を
通
過
す
る
外
国

船
を
砲
撃
し
「
攘
夷
戦
」
を
開
始
し
ま

27

す
が
、
そ
の
２
日
後
、
横
浜
か
ら
英
国

に
向
け
て
密
か
に
旅
立
っ
た
５
人
の
長

州
藩
士
が
い
ま
し
た
。後
に「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
彼
ら

は
、
英
国
で
西
洋
技
術
を
学
ん
で
帰
国

し
、「
生
き
た
器
械
」
と
し
て
日
本
の

近
代
化
・
工
業
化
に
多
大
の
貢
献
を
し

ま
し
た
。
今
日
の
工
業
国
日
本
の
基
礎

を
築
い
た
５
人
の
若
者
の
軌
跡
を
辿た

ど

り

ま
す
。

価
格　

６
０
０
円（
Ａ
５
版
／
64
ペ
ー
ジ
）

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
「
萩
も
の
が
た
り
」

一般社団法人 萩ものがたり事務局
（0838・25・3233）

イベント
カレンダ−
11月4日（木）～7日（日）
◇全国伝統的工芸品
　　　　　フェスタin萩

11月13日（土）～14日（日）
◇萩ふるさとまつり
11月14日（日）
◇萩時代まつり
11月20日（土）～26日（金）
◇萩クロマグロトーナメント

12月上旬～１月上旬
◇萩イルミネフェスタ
12月４日（土）～５日（日）
◇シクラメンフェア

12月12日（日）
◇萩城下町マラソン
12月27日（月）～31日（金）
◇萩・年末お魚市

２月３日（木）～４月３日（日）
◇萩城下の古き雛たち

２月19日（土）～３月21日（月・祝）
◇萩・椿まつり

萩市民体育館・萩商業体育館・旧久保田家住宅ほか

中央公園

中央公園〜金谷神社

萩市見島沖

ＪＲ萩駅前

萩市内各所

道の駅「萩しーまーと」

旧久保田家住宅ほか

笠山椿群生林

道の駅「ハピネスふくえ」

28

申し
込み
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一
昨
年
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
国
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」。
萩
市
に
寄
せ

ら
れ
た
ふ
る
さ
と
寄
付
は
、
平
成
21
年

度
、
４
６
７
件
、
３
０
４
４
万
１
０
０

０
円
で
、
件
数
・
金
額
と
も
県
下
13
市

に
お
い
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
の
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄

付
す
る
こ
と
で
、
居
住
地
の
住
民
税
な

21年度
４６７件、３０４４万円
件数・金額とも
山口県下13市でトップ！

金額 件数
20年度 1350万2500円 490件
21年度 3044万1000円 467件
22年度 463万  　　 316件

ふるさと寄付実績

※ 22 年度は 9 月末現在

　

萩
の
情
報
を
お
届
け
し
て
い
る
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
の
年
会
費
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
、
更

新
手
続
き
の
い
ら
な
い
口
座
振
替
を

推
進
し
て
お
り
、「
み
ず
ほ
フ
ァ
ク

タ
ー
㈱
」
と
の
委
託
に
よ
り
、
都
市

銀
行
、
地
方
銀
行
な
ど
、
全
国
ほ
と

ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
が
で

き
ま
す
。

　

昨
年
に
続
い
て
９
月
か
ら
口
座
振

　

萩
商
工
の
４
人
の
生
徒
が
、
10
月

16
・
17
日
に
開
催
さ
れ
た
「
高
校
生

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
（
全
国
大

会
）」
の
測
量
と
木
材
加
工
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

測
量
の
部
に
は
、
３
年
の
古
谷

昌ま
さ
き哉
さ
ん
（
大
井
）、
森
本
翔し

ょ
う
た
太
さ

ん
（
樽
屋
町
）、長
谷
川
岬
さ
ん
（
長

門
市
仙
崎
）
の
３
人
が
出
場
。
萩
商

工
か
ら
の
出
場
は
３
年
連
続
で
、
２

年
前
は
見
事
全
国
優
勝
。

　

木
材
加
工
の
部
に
は
、
３
年
の
中

村
貴た

か
ひ
ろ

裕
さ
ん
（
平
安
古
町
）
が
出
場
。

　

毎
年
全
国
大
会
へ
出
場
と
い
う
萩

商
工
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

萩
高
校
合
唱
部
（
42
人
）
が
、
10
月

30
日
、
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

（
西
宮
市
）
で
開
催
さ
れ
る
「
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
」
に
、
中

国
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

萩
高
合
唱
部
は
、
９
月
18
日
に
、
鳥

取
県
で
開
催
さ
れ
た
中
国
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
大
岡
信
作
詞
の
曲
「
音
楽
で

古谷昌
ま さ き

哉さん、森本翔
し ょ う た

太さん、長谷川岬さん中村貴
た か ひ ろ

裕さん

あ
る
私
」
な
ど
を
披
露
。「
課
題
曲
の

解
釈
が
見
事
で
、
密
度
の
高
い
演
奏
。

女
声
の
輝
き
が
素
晴
ら
し
い
」
と
評
価

さ
れ
金
賞
を
受
賞
。

　

萩
高
校
が
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
す
る
の
は
14
年
ぶ
り
２
回
目
。

ま
た
４
年
前
に
、
こ
の
大
会
と
並
ぶ
二

大
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
つ
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
場
。

　

指
揮
を
と
る
有
冨
美
子
教
諭
（
萩
高

昭
和
47
年
卒
）
は
「
中
国
大
会
の
金
メ

ダ
ル
は
歓
喜
の
渦
だ
っ
た
。
全
国
に
萩

高
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
を
響
か
せ
ま
す
」。

替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
、
新

た
に
口
座
振
替
さ
れ
た
方
に
、「
し

そ
わ
か
め
」
や
「
ち
り
め
ん
」、「
萩

も
の
し
り
ブ
ッ
ク
」
な
ど
萩
の
特
産

品
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。
手
間
な
く
、

更
新
忘
れ
も
な
い
口
座
振
替
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
書
は

前
回
９
月
号
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
先

萩
市
広
報
課
内
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

会
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
７
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
５
４
５
８
）
へ

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
!!

ど
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
。
市
で
は
、
萩

を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
と
共

に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
寄
付
金
を
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

推
進
や
新
図
書
館
整
備
な
ど
の
大
型
事

業
や
各
地
域
の
整
備
な
ど
に
大
切
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
外
の
方
で
１
万
円
以
上
寄

付
さ
れ
た
場
合
は
、
感
謝
の
気
持
ち
と

し
て
、
萩
の
特
産
品
を
お
贈
り
し
て
い

ま
す
。
人
気
の
特
産
品
は
、
海
産
物
の

干
物
セ
ッ
ト
、
小
川
の
桃
、
維
新
伝
心

米
な
ど
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
萩
の
発
展
の
た
め
、
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ふ
る
さ
と
寄
付
で
、

「
頑
張
る
萩
」
を
応
援
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

w
w

w
.city.hagi.lg.jp/kifu/

萩
商
工

萩
高
合
唱
部
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　46 人出席のうち商業、工業卒業生ほぼ半数。佐々木
紀生会長（34 年卒）が「今年は希望もあり福岡で開催」
とあいさつ。山谷幹夫副会長（43 年卒）から「300 人
に案内を発送し 131 人から返信」と報告。池田誠次本
部会長（45 年卒）から「現在、同窓会名簿を作成中で、
来年始めに発行予定」とあいさつ。連絡先は山谷さん
０９０・９６４５・４８６１（ＴＯＴＯ歴史資料館）

　28 人出席。金子博巳本部副会長から、萩商工同窓会
の愛称が「つばき会」に決定した経緯などの報告があり
ました。萩市内では商工高に統合されましたが、他にも
県立高校の再編統合が計画されています。長門市内の大
津、日置農業、水産の３高校を「大津緑洋高校」に再編
統合し、2011 年４月開校が計画されています。
　会長は藤本正さん（42 年建築卒）０８２・５４５・３６３０

（コストプランニング㈱内）

　20 人出席。藤田博文会長（昭和 34 年卒）は「来年に
は 20 回目を迎えるので、歴代会長、事務局長に出席を
呼びかけたい」とあいさつ。事務局から「110 通の案内
を送付して、40 通の回答があった」と報告がありました。
事務局は廣瀬勝彦さん（39 年卒）０９３・２０１・６３０３

商業校歌を歌う商工同窓生

工業校歌を歌う商工同窓生

　約 200 人出席。今年の引受期は 32 期（55 年卒）、代
表の水津秀晴さんほか 24 人が受付、進行、特産品販売
などを担当。今年全国２位になったジュニア柔道大会、
10 月末に全国大会に出場する合唱部のビデオ上映など
盛りだくさんのアトラクション。浅野哲会長に代わり、
陽捷行副会長（14 期、37 年卒）が「現在の分離の病を
克服するためには、異なる生命と交流することが必要」
と松陰、ミシュレなどを引用されてのあいさつ。
　東京指月会の事務所は 30 年以上青山の川渕正臣企画
事務所を提供いただきましたが、事務局長の三浦孝夫
さん（43 年卒）の自宅に移転しました。（埼玉県志木市、
０９０・７２６４・６９５４）。

日本工業倶楽部（東京都）
東京指月会

10月16日
全員で記念撮影

平和楼（福岡市）九州指月会
9月11日

会場と一緒に「世界に一つだけの花」を
歌う引受期の 32 期（55 年卒）の皆さん

9月11日

ホテルセンチュリー21広島（広島市）
つばき会広島支部

「クラス会をいつ、どこで開催
します」という情報をお寄せく
ださい。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

10月23日

八仙閣（福岡市）
つばき会九州支部

翠山荘（山口市）山口指月会
10月18日

　68 人が参加。開催日の 10 月 18 日は、萩高校の開校
日で創立 140 周年、あわせて山口指月会設立 60 周年の
記念の日。「とてもめでたい日。母校、ふるさと萩のこ
とを大いに歓談して」と東章山口指月会会長。幹事長は
中原重正さん（57 年卒）。

恒例のビンゴ大会

ください！

情報

第 19 回

第２回

第２回

第 43 回

第 61 回
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放
送
を
き
っ
か
け
に
、
藍
場
川
と
い

う
観
光
資
源
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て

も
ら
い
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
元

萩
窯
に
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
、
接
客
す
る
時
間
が
長
く
な

る
反
面
、
作
陶
の
時
間
が
取
れ
な
く
な

り
、
少
々
困
惑
し
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
良
い
作
品
を
作
る
こ
と
こ
そ
萩
焼

作
家
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ま
す
ま

す
良
い
も
の
を
求
め
、
作
陶
活
動
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
気
持
ち
が
引
き

締
ま
り
ま
し
た
。

　

全
国
を
回
る
け
ど
、
こ
ん
な
に
自
然

が
多
く
町
が
き
れ
い
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
温
か
い
町
は
他
に
は
な
い

し
た
が
、
南
古
萩
町
に
お
店
を
構
え
る

「
い
ら
か
古
拙
洞
」
さ
ん
を
鶴
瓶
さ
ん

が
訪
ね
、「
萩
焼
の
ろ
く
ろ
体
験
が
で

き
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
欲
し
い
」
と

の
こ
と
で
、
付
き
合
い
の
あ
る
こ
の
元

萩
窯
を
紹
介
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

　

い
え
、
オ
ン
エ
ア
さ
れ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
ろ
く
ろ
体
験

さ
れ
た
と
き
は
、
映
画
『
ゴ
ー
ス
ト
』

の
話
で
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
が
、「
家

族
に
乾
杯
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、

家
族
の
こ
と
で
話
は
進
み
ま
し
た
。
事

前
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
ら
緊
張
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
緊
張
す
る

暇
も
な
い
く
ら
い
あ
っ
と
い
う
間
の
１

時
間
で
し
た
。

　

何
よ
り
も
鶴
瓶
さ
ん
の
場
の
空
気
作

り
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

妻
も
カ
メ
ラ
が
回
っ
て
い
る
と
知
ら
ず

に
、
鶴
瓶
さ
ん
に
取
り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
カ
メ
ラ
が
回
っ
て
る
の
を
知
っ

て
い
た
ら
出
て
な
か
っ
た
と
、
後
で

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

半
分
嬉
し
い
よ
う
な
、
半
分
恥
ず
か

し
い
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
あ
と
、
鶴
瓶
さ
ん
の
人
柄
だ

か
ら
で
し
ょ
う
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
が
と
て
も
明
る
く
笑
顔
の
あ

る
中
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
が
回
っ
て
い
て
も
、
回
っ
て

な
く
て
も
、
ほ
ん
と
鶴
瓶
さ
ん
は
、
他

の
出
演
者
は
も
と
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
な

ど
、
色
々
な
人
に
気
配
り
さ
れ
て
い
て
、

い
る
人
す
べ
て
を
楽
し
ま
せ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
さ
せ
て
も
ら
い
、

「
お
客
を
迎
え
る
、
観
光
客
を
迎
え
る
」

と
い
う
部
分
で
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

年
間
１
４
０
万
人
前
後
の
観
光
客
が

訪
れ
る
こ
の
萩
市
に
あ
り
な
が
ら
、
川

島
藍
場
川
周
辺
に
は
そ
の
数
％
ほ
ど
し

か
来
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
、
放
送
後
は

多
く
の
人
が
市
外
、
県
外
よ
り
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
方
々
が
口
を
揃
え
「
萩
に
こ
ん
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

９
月
６
日
、
13
日
に
全
国
放
送
さ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合『
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
』

に
、
萩
市
川
島
の
藍
場
川
沿
い
で
萩
焼

工
房
を
営
む
萩
焼
作
家
・
外
園
元
萩
さ

ん
（
55
歳
）
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

笑
福
亭
鶴
瓶
さ
ん
が
、
元
萩
窯
を
訪

れ
、
ろ
く
ろ
体
験
さ
れ
、
奥
さ
ん
で
あ

る
貴
江
さ
ん
と
の
馴
れ
初
め
話
や
、
弟

子
の
友
永
さ
ん
、
時
任
さ
ん
の
紹
介
な

ど
、
約
１
時
間
の
収
録
時
間
は
と
て
も

楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
放

送
後
、
外
園
さ
ん
に
収
録
時
の
状
況
と
、

そ
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
家
族
に
乾
杯
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ア
ポ
な
し
の
飛

び
込
み
で
、
い
き
な
り
来
ら
れ
ま
し
た
。

と
に
か
く
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
の

一
言
で
す
。

　

オ
ン
エ
ア
さ
れ
た
も
の
に
も
あ
り
ま

鶴
瓶
さ
ん
が
来
ら
れ
た
経
緯

を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

外ほ
か
ぞ
の園 

元げ
ん
し
ゅ
う萩 

さ
ん

写真右から、時任さん、外園さん、貴江さん、鶴瓶さん、友永さん

鶴
瓶
さ
ん
と
お
話
さ
れ
た
こ

と
は
オ
ン
エ
ア
さ
れ
た
も
の

以
外
で
あ
り
ま
し
た
か
？

お
話
さ
れ
て
の
感
想
は
？

放
送
後
何
か
変
化
は
あ
り
ま

し
た
か
？

藍
場
川
沿
い
の
元
萩
窯

鶴
瓶
さ
ん
の
一
口
コ
メ
ン
ト

！

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

大
分
県
中
津
市
出
身
。
東
京
で
建

設
会
社
に
勤
め
て
い
た
と
き
、
唐
津

の
江
口
宗
山
に
出
会
い
、
３
年
間
修

行
。
後
に
、
旅
行
で
訪
れ
た
萩
が
気

に
入
り
、
１
９
８
９
年
、
川
島
藍
場

川
沿
い
に
萩
焼
工
房
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
構
え
る
。

住
所
：
萩
市
川
島
14

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
０
８
４
２
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プレゼント 　創立 140 周年を記念して、『萩高』
の人文字の写真が入ったクリアファイ

介
し
ま
す
。

萩博物館だより（☎０８３８・２５・６４４７）

11
月
28
日
㈰
ま
で

　

萩
市
に
は
、
幕
末
、
萩
藩
が
大
砲
や

軍
艦
な
ど
の
近
代
化
に
と
り
く
ん
だ
遺

跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

幕
末
の
萩
藩
が
試
行
錯
誤
（
ト
ラ
イ

ア
ル
＆
エ
ラ
ー
）
し
な
が
ら
、
自
力
で

産
業
の
近
代
化
に
挑
戦
し
た
様
子
を
紹

　

11
月
４
日
（
木
）
〜
７
日
（
日
）「
全

国
伝
統
的
工
芸
品
フ
ェ
ス
タ
in
萩
」

に
併
せ
て
開
催
さ
れ
、い
わ
ゆ
る
「
人

間
国
宝
」の
作
品
約
１
６
５
点
を
展
示
。

　

陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、
金
工
、
木

材
工
、
人
形
、
手て

す
き漉

和
紙
、
截き

り
が
ね金

、

揆ば
ち
る鏤
の
９
分
野
で
、
わ
ざ
が
創
り
だ

す
造
形
美
と
、
そ
れ
を
支
え
る
人
々

の
確
か
な
技
術
を
平
易
に
紹
介
。

■
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
70
歳

以
上
の
方
・
学
生
４
５
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

　
　

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

萩
の
近
代
化
産
業
遺
産

ー
世
界
遺
産
を
め
ざ
し
て
ー

12
月
11
日
㈯
〜

　
　
　

平
成
23
年
４
月
10
日
㈰

〜
１
９
３
０
年
代
の
映
像
・
絵
画
か
ら
〜

　

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
の

「
萩
史
蹟
産
業
大
博
覧
会
」
映
画
、

１
９
２
０
年
代
の
長
門
峡
を
紹
介

す
る
絵
画
、
史
蹟
観
光
を
志
向
す
る

絵
画
や
絵
葉
書
、
古
写
真
な
ど
か
ら
、

「
日
本
の
心
の
ふ
る
さ
と
・
萩
」
を

再
発
見
す
る
。

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高・大

学
生
３
０
０
円
、小・中
学
生
１
０
０
円

■
休
館
日　

な
し

■
駐
車
場　

３
０
０
円
（
普
通
自
動

車
）

11
月
３
日
㈷
㈬
〜
12
月
５
日
㈰

「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」展

　

萩
焼
４
０
０
年
の
歴
史
を
有
す
る

山
口
県
の
「
陶
芸
」
の
一
層
の
振
興

と
質
的
向
上
を
目
的
と
し
て
、
陶
芸

に
自
己
表
現
の
場
を
求
め
て
活
動
す

る
人
を
対
象
と
し
た
作
品
の
公
募
展

を
開
催
し
ま
す
。

12
月
18
日
㈯
〜

　
　
　

平
成
23
年
１
月
16
日
㈰

現
在
形
の
陶
芸　

萩
大
賞
展
２
０
１
０

第
４
回
山
口
県

総
合
芸
術
文
化
祭
参
加

江戸時代の地球儀
（萩博物館蔵）

　

10
月
18
日
、
萩
高
等
学
校
が
創
立

１
４
０
周
年
を
迎
え
、
体
育
館
で
記
念

式
と
陽
捷
行
さ
ん
（
萩
高
14
期
、
北
里

大
学
副
学
長
）
に
よ
る
講
演
会
『
人
と

地
球
の
健
康
〜
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
萩

に
生
ま
れ
た
一
研
究
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

陽
さ
ん
は
、
萩
高
卒
業
後
、
東
北
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修

了
し
、
農
林
省
入
省
。
そ
の
後
、
米
国

ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
客
員
教
授
な
ど
を

経
て
、２
０
０
６
年
か
ら
現
職
。
農
学
・

医
学
・
環
境
科
学
を
結
び
つ
け
る
科
学

者
と
し
て
世
界
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い

る
研
究
者
の
一
人
で
す
。

　

萩
高
は
江
戸
時
代
に
創
設
さ
れ
た
藩

創
立
１
４
０
周
年
記
念
式
・
記
念
講
演

三輪壽雪　
鬼萩窯変割高台茶碗

　「ふるさと萩・小
川会」会員有志と小
川中学校同窓会有志
による交流懇親会が
８月 14 日（日）、萩
市下田万の和食レストラン旅荘「丹吾亭」において、29
名の方々が出席され開催されました。
　19 年目を迎え、出席者の顔ぶれが年々減少するなか、
長年の夢でもありました『ふるさと交流懇親会』が実現で
き、地元の方々との交流を通して、遠い昔を思いながら話
が弾み、久しぶりに郷土の香りを満喫することができまし
た。翌日は、萩八景遊覧船と萩博物館、松陰神社と至誠
館等々を見学し、夕刻には小川夏まつりに参加し、カラオ
ケや盆踊りを楽しみました。
　これを機に、今後も地元の方々との交流を通して、ふる
さと活性化に少しでもお役に立てればと願っております。
　来年は発足 20 年目････！ただいま特別企画を検討中
です。
　お問い合わせは（042・473・6596）佐伯まで。

校
・
明
倫
館
が
源
流
。
明
治
３
年（
１
８

７
０
）に
設
立
さ
れ
た
萩
中
学
が
始
ま

り
で
、そ
の
後
、
山
口
県
立
萩
中
学
校

（
明
治
34
年
）、山
口
県
立
萩
高
等
学
校

（
昭
和
23
年
）な
ど
を
経
て
、
昭
和
25
年

に
、
山
口
県
萩
高
等
女
学
校
が
改
変
さ

れ
た
山
口
県
立
萩
南
高
等
学
校
と
合
併

し
、
現
在
の
山
口
県
立
萩
高
等
学
校
に

な
り
ま
し
た
。
吉
田
松
陰
先
生
の
教
え

の
一
つ
で
あ
る
「
至
誠
」
が
校
訓
で
す
。

陶
芸
館
開
館
記
念
Ⅱ

萩
高

重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々

ル（Ａ４サイズ）が作成されました。
　１名様に５枚以内をプレゼントします。
■応募方法　ハガキに住所、氏名、電話番号、近況等
を明記のうえ、萩ネットワーク協会プレゼント係まで。
締め切りは 11 月末日（消印有効）。
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■
岡
田
裕　

作
陶
展

11
月
18
日
（
木
）
〜
23
日
（
火
・
祝
）

岩
手
県
盛
岡
市
菜
園
１
丁
目
10
番
１
号

川
徳
デ
パ
ー
ト

　
　
　
（
０
１
９
・
６
５
１
・
１
１
１
１
）

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
業
、
萩
工
業
の
同

窓
会
。

11
月
13
日
（
土
）
午
後
３
時
〜

東
京
都
港
区
南
青
山
１
︲
24
︲
４

ホ
テ
ル
は
あ
と
い
ん
乃
木
坂

　
　
　
（
０
３
・
３
４
０
３
・
０
５
３
１
）

■
東
京
須
佐
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
区
同
郷
会
。

11
月
20
日
（
土
）
正
午
〜

東
京
都
港
区
高
輪
４
︲
10
︲
56　

日
立

金
属　

高
輪
和
彊
館

　
　
　
（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
智
美
術
館
大
賞
展
「
現
代
の
茶
」

　

岡
田
裕
、
兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
７
日
（
日
）
ま
で

東
京
都
港
区
虎
ノ
門 

４
︲
１
︲
35
西

久
保
ビ
ル　

菊
池
寛
実
記
念　

智
美
術

館
（
０
３
・
５
７
３
３
・
５
１
３
１
）

■
地
域
に
活
き
る
歴
史
の
町
並
み

ー
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
35

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー

東
北
地
区

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
伝

建
協
会
長
の
野
村
萩
市
長
が
参
加
し
ま

す
。（
午
後
４
時
30
分
〜
）

11
月
10
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
６
時

東
京
都
港
区
芝
５
︲
26
︲
20

建
築
会
館
ホ
ー
ル

Ｊ
Ｒ
山
手
線
田
町
駅
、
都
営
地
下
鉄
三

田
駅
（
浅
草
線
・
三
田
線
）
徒
歩
３
分

問
い
合
わ
せ　

萩
市
文
化
財
保
護
課　

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
３
８
）

■
萩
三
名
窯
展

　

兼
田
昌
尚
、
坂
倉
新
兵
衛
、
田
原 

陶
兵
衛
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
18
日
（
木
）
〜
24
日
（
水
）

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
︲
１
︲
４

京
王
百
貨
店
新
宿
店

　
　
　
（
０
３
・
３
３
４
２
・
２
１
１
１
）

■
感
謝　

松
前
ひ
ろ
子
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
〜
い
い
夫
婦
の
日
〜

　

平
成
17
年
に
萩
観
光
大
使
と
な
っ
た

松
前
ひ
ろ
子
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。

11
月
22
日
（
月
）
午
後
５
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
１
︲
２　

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂

　
　
　
（
０
３
・
３
２
３
４
・
１
１
１
１
）

■
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
０

　

全
国
の
島
の
祭
典
で
、
萩
諸
島
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

11
月
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
28
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

東
京
都
豊
島
区
池
袋　

池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
３
階
展
示
ホ
ー

ル
Ｃ　
（
０
３
・
３
９
８
９
・
３
３
３
１
）

■
青
萩　

納
冨
晋　

作
陶
展

12
月
15
日
（
水
）
〜
21
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

東
京
日
本
橋
三
越
本
店

　
　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
酒
器
展

　

岡
田
泰
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

12
月
22
日
（
水
）
〜
28
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

東
京
日
本
橋
三
越
本
店

　
　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
三
輪
和
彦　

白
い
楔き

っ
し子
展

12
月
８
日
（
水
）
〜
14
日
（
火
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
１
丁
目

１
番
４
号　

Ｊ
Ｒ
名
古
屋
タ
カ
シ
マ
ヤ

10
階　
（
０
５
２
・
５
６
６
・
１
１
０
１
）

■
三
輪
和
彦　

白
い
楔き

っ
し子

展

11
月
10
日
（
水
）
〜
16
日
（
火
）

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
難
波
５
︲
１
︲

５　

高
島
屋
大
阪
店
６
階

　
　
　
（
０
６
・
６
６
３
１
・
１
１
０
１
）

11
月
24
日
（
水
）
〜
30
日
（
火
）

京
都
府
京
都
市
下
京
区
四
条
通
河
原
町

西
入
真
町
52　

高
島
屋
京
都
店
６
階

　
　
　
（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
１
１
）

■
女
流
陶
芸
展

　

松
尾
優
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
17
日
（
水
）
〜
24
日
（
水
）

京
都
市
左
京
区
岡
崎
円
勝
寺
町
１
２
４

京
都
市
美
術
館

　
　
　
（
０
７
５
・
７
７
１
・
４
１
０
７
）

■
岡
田
裕　

作
陶
展

12
月
14
日
（
火
）
〜
20
日
（
月
）

大
阪
府
高
槻
市
白
梅
町
４
︲
１

西
武
高
槻
店

　
　
　
（
０
７
２
・
６
８
３
・
０
１
１
１
）

■
金
子
信
彦　

作
陶
展

１
月
後
半
予
定

大
阪
府
大
阪
市
北
区
角
田
町
８
番
７
号

大
阪
阪
急
百
貨
店

　
　
　
（
０
６
・
６
３
６
１
・
１
３
８
１
）

■
広
島
市
現
代
美
術
館
オ
ー
プ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
き
の
こ
ア
ー
ト
研
究
所
」

展
　

金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
３
日（
水
・
祝
）〜
２
月
24
日（
木
）

広
島
県
広
島
市
南
区
比
治
山
公
園
１
︲

１　

広
島
市
現
代
美
術
館

　
　
（
０
８
２
・
２
６
４
・
１
１
２
１
）

■
岡
田
泰　

作
陶
展

12
月
７
日
（
火
）
〜
13
日
（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27　

そ
ご
う
広
島
店

　
　
　
（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
次
代
を
担
う
萩
焼
作
家
５
人
展

　

岡
田
泰
、
兼
田
知
明
、
厚
東
孝
明
、

吉
野
桃
李
、
松
野
創
平
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

１
月
20
日
（
木
）
〜
26
日
（
水
）

島
根
県
松
江
市
朝
日
町
６
６
１　

松
江
一
畑
百
貨
店

　
　
　
（
０
８
５
２
・
５
５
・
２
５
０
０
）

■
く
つ
ろ
ぎ
菴
開
店
３
周
年
記
念
展　

藤
崎
恒
頼　

新
作
絵
画
展

11
月
７
日
（
日
）
ま
で

宇
部
市
中
村
３
︲
10
︲
46
く
つ
ろ
ぎ
菴

　
　
　
（
０
８
３
６
・
３
４
・
０
５
３
５
）

■
戸
嶋
由よ

し
か香
銅
版
画
展

　

萩
市
出
身
で
東
京
都
在
住
の
銅
版
画

家　

戸
嶋
由
香
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

11
月
３
日
（
水
・
祝
）
〜
９
日
（
火
）

山
口
市
中
央
１
丁
目
５
︲
14

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ナ
カ
ノ

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
４
・
６
６
４
８
）

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
兼

田
知
明
、
玉
村
登
陽
、
波
多
野
善
蔵
、

波
多
野
英
生
、
松
尾
藻
風
、
松
尾
優

子
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
金
沢
展　

10
月
29
日（
金
）〜
11
月

７
日（
日
）
石
川
県
立
美
術
館

◆
仙
台
展　

11
月
10
日
（
水
）
〜
15

日
（
月
）
三
越
仙
台
店

◆
岡
山
展　

11
月
18
日
（
木
）
〜
12

月
５
日
（
日
）
岡
山
県
立
美
術
館

◆
松
江
展　

12
月
８
日
（
水
）
〜
26

日
（
日
）
島
根
県
立
美
術
館

◆
高
松
展　

１
月
２
日
（
日
）
〜
16

日
（
日
）
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
広
島
展　

１
月
19
日
（
水
）
〜
２

月
６
日
（
日
）
広
島
県
立
美
術
館

第
57
回

関
西
地
区

中
国
地
区

東
海
地
区

山
口
県
関
係

関
東
地
区
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■
濱
中
孝
子　

個
展

　

大
屋
窯
の
濱
中
孝
子
（
ジ
ュ
エ
リ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

11
月
27
日
（
土
）
〜
12
月
５
日
（
日
）

周
南
市
富
田
１
丁
目
３
︲
18

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
日
日

　
　
　
（
０
８
３
４
・
６
３
・
８
７
３
８
）

■
ス
タ
イ
ル
テ
ン

　

線
描
画
家　

田
村
覚
志
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

12
月
17
日
（
金
）
〜
23
日
（
木
・
祝
）

宇
部
市
新
天
町
１
︲
３
︲
９　

ア
ー
ト

ボ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ン

問
い
合
わ
せ　

透
き
や
徳
永
（
０
８
３

６
・
２
１
・
６
０
０
８
）

■「
食
卓
四
景
」 4 scenes for table

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
一
部
展
示
さ
れ

ま
す
。

11
月
27
日
（
土
）
〜
12
月
３
日
（
金
）

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
照
国
町
16
︲
９　

ド
ｳ
ミ（
０
９
９
・
８
０
６
・
１
３
５
５
）

■
吉
賀
將
夫　

作
陶
展

12
月
15
日
（
水
）
〜
21
日
（
火
）

福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
１
︲
１　

福

岡
三
越（
０
９
２
・
７
２
４
・
３
１
１
１
）

■
ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
企
画

展◦
編
み
の
二
人
展

　

萩
市
出
身
で
手
染
め
手
編
み
作
家
の

西
村
真
紀
と
手
編
み
作
家
の
藤
井
陽
子

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

12
月
10
日
（
金
）
〜
26
日
（
日
）

萩
市
東
田
町
１
４
４

ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
０
２
０
）

■
新
「
萩
市
」
発
足
５
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

　

９
月
18
日
に
萩
市
民
館
で
公
開
録
音

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
各
地
の
民
謡
を
通

じ
て
地
域
の
文
化
や
風
土
を
全
国
に
紹

介
す
る
番
組
で
す
。

放
送
予
定
日　

11
月
６
日
（
土
）、
13

日
（
土
）、
27
日
（
土
）
午
後
０
時
30

分
〜
55
分
（
３
回
に
わ
け
て
放
送
）

放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｆ
Ｍ
（
全
国
）

■
全
国
朝
日
放
送
系
「
中
四
国
縦
断
ス

ペ
シ
ャ
ル　

会
い
た
い
！
食
べ
た
い
！

夢
み
た
〜
い
！
」

　

須
佐
男
命
い
か
の
漁
の
様
子
な
ど
を

紹
介
。
勝
俣
州
和
、
ス
ザ
ン
ヌ
が
出
演
。

放
映
予
定
日　

11
月
22
日
（
月
）
午
後

７
時
〜
７
時
54
分

※
11
月
22
日
は
山
口
朝
日
放
送
、
以
降

全
国
放
送
。

放
映
局　

全
国
朝
日
放
送
系

■
高
杉
晋
作
の
「
革
命
日
記
」一

坂
太
郎

　

幕
末
の
長
州
藩
で
百
姓
・
町
人
な
ど

も
動
員
し
て
奇
兵
隊
を
作
り
、
幕
府
軍

を
み
ご
と
打
ち
破
る
高
杉
晋
作
は
、
六

篇
の
日
記
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
を
現

代
語
で
よ
み
が
え
ら
せ
た
。

新
書
判
／
３
５
２
ペ
ー
ジ

価
格　

８
６
０
円

発
行　

朝
日
新
書

■
「
随
想　

晋
作
と
龍
馬
」
一
坂
太
郎

　

著
者
が
雑
誌
や
新
聞
に
掲
載
し
た

エ
ッ
セ
イ
等
か
ら
21
篇
を
選
ん
で
一
冊

に
ま
と
め
た
。「
晋
作
お
坊
ち
ゃ
ん
の

肝
っ
玉
」、「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
と
松
陰
・

晋
作
」、「
松
陰
と
龍
馬
」
な
ど
。

Ａ
５
判
／
１
３
８
ペ
ー
ジ

価
格　

１
２
０
０
円

発
行　

春
風
文
庫

■「
高
杉
晋
作　

そ
の
魅
力
と
生
き
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
薫
／
編

　

30
年
以
上
前
に
刊
行
さ
れ
た
「
高
杉

晋
作
の
す
べ
て
」
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。

四
六
判
／
２
５
５
ペ
ー
ジ

価
格　

１
６
８
０
円
（
税
込
）

発
行　

新
人
物
往
来
社

■
映
画
「
獄

ひ
と
やに

咲
く
花
〜
吉
田
松
陰
の

恋
」

　

今
年
は
松
陰
生
誕
１
８
０
年
。
直
木

賞
作
家
、
古
川
薫
原
作
「
吉
田
松
陰
の

恋
」（
文
春
文
庫
刊
）
待
望
の
映
画
化
！

本
編
94
分
＋
予
告
編

主
演　

近
衛
は
な
、
前
田
倫
良
ほ
か

発
売
日　

10
月
27
日

価
格　

３
９
９
０
円
（
税
込
）

中
川
賢
一
郎
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

弘
中
誠
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
海
田
町
）

西
野
悦
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
府
中
市
）

古
川
道
子
さ
ん　
（
福
岡
県
大
野
城
市
）

小
川
雍
子
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

皿
井
幸
代
さ
ん　
　
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

島
㟢
純
子
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

田
辺
敏
博
さ
ん　
（
広
島
県
廿
日
市
市
）

秋
田
望
さ
ん　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

山
下
浩
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
長
門
市
）

吉
村
武
男
さ
ん　
　
（
大
分
県
大
分
市
）

岡
崎
ひ
ろ
み
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

脇
本
美
範
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

河
野
通
弘
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

小
倉
美
智
子
さ
ん　
（
大
阪
府
八
尾
市
）

城
一
修
士
さ
ん　
　
（
広
島
県
尾
道
市
）

芝
田
秀
男
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

村
中
貞
子
さ
ん　
　
（
千
葉
県
浦
安
市
）

藤
田
紀
子
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

森　

康
さ
ん　
　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

水
津
秀
晴
さ
ん　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

山
本
弦
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

山
根
昌
浩
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

椿
義
憲
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

井
町
常
輔
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

倉
重
和
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

倉
重
郁
夫
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

岩
崎
喜
一
郎
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

島
根
牧
子
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
三
郷
市
）

末
岡
恵
美
子
さ
ん　
（
愛
知
県
小
牧
市
）

矢
野
保
夫
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

神
崎
義
正
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

澤
野
俊
弥
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

佐
々
木
紀
生
さ
ん　
（
福
岡
県
小
竹
町
）

松
尾
敏
久
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

上
村
豊
さ
ん　
　
　
（
福
岡
県
行
橋
市
）

末
田
良
一
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

波
多
野
等
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

住
田
周
次
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

池
田
好
博
さ
ん　
　
（
福
岡
県
宇
美
町
）

板
井
川
一
夫
さ
ん　
（
福
岡
県
宇
美
町
）

内
田
龍
夫
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

弘
中
忠
志
さ
ん　
　
（
福
岡
県
苅
田
町
）

天
賀
豊
さ
ん　
　
　
（
福
岡
県
芦
屋
町
）

（
８
月
27
日
〜
10
月
26
日 

44
人
）

新
規（
再
）加
入
会
員

出
版
情
報

九
州
地
区

テ
レ
ビ
情
報

■問い合わせ　萩・石見空港利用拡大促進協議会（0856・
23・0990）、萩市観光課（0838・25・3139）

□東京便　ダイヤ改正（10月31日から）
　　　　　　　　　　（大阪経由便は変更なし）

萩・石見空港の利用をお願いします

東京 （大阪） 萩・石見空港  （大阪）  東京
出発 到着 出発 到着

10：35 ⇒ 12：20 13：00 ⇒ 14：30

14：00 着15：05 16：50 17：20 着18：30 20：10発15：35 発19：00

新ダイヤ

萩
市
関
係

Ｄ
Ｖ
Ｄ
情
報
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けんちょう
材料（４人分）
◦豆腐
◦大根
◦にんじん
◦干ししいたけ

作り方
①斜めにしたまな板の上に豆腐を置き、固く絞った布巾で
　包み水気を吸い取り絞り、また包み４回くらい繰り返す。
②大根、にんじんは短冊切り、干ししいたけはもどして千
　切りにする。
③鍋に油を熱し水気を切った豆腐を入れて炒める。
④良く油が回ったら大根、にんじん、しいたけを加えて炒
　め、調味料を加え中火にし野菜が柔らかくなるまで煮る。
⑤煮汁が少なくなったら大根葉を散らし器に盛る。

こだわり

　鎌倉時代から伝わってきた料理。山口県のほぼ全域で食され
て、大根が大量に出回る冬場の家庭料理。作りたてもおいしい
が、何度も温めなおすと味がしみこんで深みのある味になる。

大根、にんじん、こんにゃく、さつまいもを使用。阿武町

大根、にんじんは厚さ５ミリのいちょう切り。豆腐は水気
を軽く切った後ほぐして煮る。川上

器に盛った上に「アサツキ」のきざんだものをふる。萩

たっぷり作り翌日に煮返し卵とじで食べると色、味もおいし
くなる。また、ごぼうをいれると香りがよい。福栄

　

◦大根葉
◦砂糖・みりん
◦しょうゆ
◦油

１丁
200g
40g
4 枚

20g
各大さじ 1

大さじ 3
大さじ 2

　

音
に
始
ま
り
、
歌
で
始
ま
る
と
題
し

た「
コ
コ
ロ
の
学
校
」。「
Ｊ
Ｒ
の
撮
影
な

ど
萩
は
懐
か
し
い
町
に
な
り
つ
つ
あ
る
」

と
話
し
、萩
に
着
い
た
途
端
「
緑
、
木

な
ど
自
然
の
匂
い
、空
気
か
ら
少
年
時

代
を
思
い
出
し
た
」と
い
う
谷
村
さ
ん
。

　
「
三
都
物
語
」「
今
は
も
う
誰
も
」「
い

い
日
旅
立
ち
」「
昴
」
な
ど
数
々
の
名

曲
と
絶
妙
な
ト
ー
ク
を
披
露
。
な
お
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
萩
市
出
身
、
東
京

都
在
住
の
阿
武
三
雄
さ
ん
（
萩
高
26
期
、

49
年
卒
）
の
尽
力
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
す
。

　

今
か
ら
37
年
前
に
51
歳
で
出
家
し
た

寂
聴
さ
ん
、
出
家
す
る
直
前
に
三
輪
家

を
訪
ね
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
は
講
演
を

断
っ
て
い
る
と
い
う
寂
聴
さ
ん
は
、
昭

和
48
年
の
訪
問
以
来
の
親
交
が
あ
る

十
二
代
三
輪
休
雪
さ
ん
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
今
回
の
対
談
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

現
在
88
歳
、「
心
が
ワ
ク
ワ
ク
、
ド

キ
ド
キ
し
て
い
な
い
と
ダ
メ
ね
。
い
つ

死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
か
ら
」
と
86
歳
で

ケ
ー
タ
イ
小
説
を
執
筆
。「
芸
術
の
目

的
は
人
間
を
自
由
に
す
る
た
め
」、「
出

家
し
て
心
が
ス
ー
と
し
て
い
つ
も
風
が

通
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
」
と
当
意
即

妙
の
対
談
で
し
た
。

　

日
経
新
聞
に
毎
週
日
曜
日
「
奇
縁
ま

ん
だ
ら
」
を
連
載
中
で
す
。

　

萩
を
絶
賛
し
た
文
章
と
野
村
市
長
が

紹
介
し
た
寂
聴
さ
ん
の
「
萩
焼
と
白
壁

と
夏
ミ
カ
ン
の
町
」（
昭
和
48
年
）。

　
　

こ
の
旧
い
城
下
町
に
は
ま
だ
、
汚

れ
の
な
い
空
が
生
き
て
お
り
、
ふ
め
ば

靴
裏
に
や
さ
し
く
弾
力
を
押
し
返
す

土
が
残
っ
て
お
り
、
土
塀
の
か
げ
の
さ

す
道
が
あ
っ
た
。
瓦
の
あ
る
家
の
美
し

さ
を
こ
こ
に
来
て
し
み
じ
み
味
わ
っ
た
。

道
ば
た
の
雑
草
の
花
の
色
ま
で
空
気
が

美
し
い
の
で
鮮
や
か
だ
っ
た
。

ＪＲポスター（菊屋横町）

十二代 三輪休雪

野村興兒萩市長


